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2006年3月期の業績について

　　⒈　中間決算

　　⒉　2005年10月トーカイコムとの合併

　　⒊　2006年3月期　通期業績予想
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⒈－①　中間決算

損益計算書（要約）　【ビック東海のみ】

（単位：百万円）

2005年9月中間期実績 2004年9月中間期実績

実績 構成比 前年比 実績 構成比

売上高

6,782 100.0% 106.0% 6,401 100.0%

売上利益

1,592 23.5% 124.4% 1,279 20.0%

営業利益

782 11.5% 125.7% 622 9.7%

経常利益

770 11.4% 127.9% 602 9.4%

税引前利益

680 10.0% 84.1% 809 12.6%

中間（当期）純利益

399 5.9% 83.6% 477 7.5%
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⒈－②　中間決算

貸借対照表（要約）　【ビック東海のみ】

（単位：百万円）

2005年9月中間期実績 2004年9月中間期実績

実績 構成比 実績 構成比

【資産の部】

流動資産 3,469 27.0% 3,216 25.6%

固定資産 9,367 73.0% 9,351 74.4%

資産合計 12,837 100.0% 12,571 100.0%

【負債の部】

流動負債 4,607 35.9% 5,048 40.2%

固定負債 119 0.9% 338 2.7%

負債合計 4,726 36.8% 5,387 42.9%

【資本の部】

資本合計 8,110 63.2% 7,183 57.1%
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アウトソーシング

ビック東海

情報サービス・通信（キャリア）

高度な技術力・運用・品質

ﾄｰｶｲ・ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ

通信・放送（ＩＳＰＢＢ、ＣＡＴＶ放送）

優れた営業力・企画力

平成17年10月1日合併

新生「ビック東海」

【技術力・運用・品質】＋ 【営業力・企画力】

「情報サービス」＋「通信」＋「放送」

ＩＳＰデータセンタ

ＣＡＴＶ
システム開発

ＦＴＴＨ
モバイル
（MVNO）

高度な技術・品質 加入者
55万件

⒉　　2005年10月トーカイコムとの合併

情報通信分野における『ワンストップ企業』の実現情報通信分野における『ワンストップ企業』の実現

ﾎｰﾙｾｰﾙ
18万件

ネットワーク



5 Copyright 2005 VICTOKAI Corporation All rights reserved . 

⒊－ ①　2006年3月期　通期業績予想

（単位：百万円）

ＣＳ事業
（注1）

ＣＡＴＶ事業 ＳＩＳ事業
（注2）

その他
消去又は

全社
2006年3月期

予想

≪ご参考≫
2005年4月
合併業績

9,200 5,280 9,080 30 △ 40 23,550 32,110
(9,200) (3,780) (9,090) (30) ― (22,100) (29,250)

1,110 850 1,310 20 △ 810 2,480 3,150
(1,120) (800) (1,310) (20) (△810) (2,440) (3,060)

― ― ― ― ― 2,270 2,810
― ― ― ― ― (2,240) (2,750)

― ― ― ― ― 2,410 ―
― ― ― ― ― (2,420) ―

※ ( )内は単体数値 88円37銭
（88円69銭）

注１）コミュニケーションサービス事業 280

注２）システムイノベーションサービス事業 (471)

注３）2006年3月期予想については、前ビック東海通期業績と前トーカイコム下期業績を合算しております。

　　　一株当たり当期純利益

Ｆ Ｃ Ｆ

売上高

営業利益

経常利益

当期利益
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⒊－②　加入者件数

DSL　190 千件

FTTH　11 千件

直販計　201 千件

DSL　194 千件

FTTH　18 千件

直販計　212 千件

放送　275 千件

ﾃﾞｼﾞﾊﾟｯｸ　25 千件

通信　74 千件

放送　284 千件

ﾃﾞｼﾞﾊﾟｯｸ　38 千件

通信　77 千件

CS事業

CATV事業

（連結）

2005年9月中間期実績 2006年3月期予想

ﾎｰﾙｾｰﾙ　180 千件 ﾎｰﾙｾｰﾙ　187 千件

合計　381 千件 合計　399 千件
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事業セグメントの説明

ＣＳ事業（コミュニケーションサービス事業）

　ビック東海のネットワークサービス、通信系システム運用事業にトーカイコムの　
ＩＳＰ ＢＢ事業を融合させた総合情報通信事業。

ＣＡＴＶ事業（有線テレビジョン放送事業）

　デジタル化多チャンネル放送、ＣＡＴＶインターネットを主軸とする地域に密着し
た総合情報通信事業。

ＳＩＳ事業（システムイノベーションサービス事業）

　高度な技術力、運用能力を活かしたソフト開発事業・システムインテグレーショ
ン事業等の総合情報サービス事業。

ビック東海における主要事業の状況
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事業の展望

⒈　コミュニケーションサービス事業の展望

⒉　CATV－FTTH事業の展望

⒊　SISにおけるアウトソーシング事業の展望
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　 現在におけるFTTHの増加傾向をとらえ、顧客ニーズの多様化・サービスプランの拡充に積極的に対応

するとともに加入者獲得コストの抑制、合理化による費用の削減を引き続き追及していく。

⒈－①　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ事業の展望

＠TCOM　期末件数推移
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登録比率
　DSL　　　　　100％　　　　　　　97.9％　　　　　　　95.5％　　　　　　　91.0％　　　　　　　　79.9％　　　　　　　71.3%
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TOKAITOKAI　　グループ　ユーザ　グループ　ユーザ　145145万件万件

LPLP・・都市ガス都市ガス

TNCTNC

@@TCOMTCOM CATVCATV

CATVCATV2020万件万件
７万件７万件

2828万件万件

1717万件万件

6161万件万件 インターネットインターネット

55万件

セキュリティセキュリティ

22万件万件

ビック東海　通信・放送

（提携取次店）

ホールセールホールセール

９万件９万件

FMCFMCサービスサービス
モバイルセキュリティモバイルセキュリティ

モバイルモバイル

家電量販店 コミュニティコミュニティ　　
　　ポータルポータル

ＩＤ･コンテンツ連携

CS事業の戦略①

⒈－②　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ事業の展望

（平成17年9月末現在）
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●HSUPA（Over3.5G）

ADSLサービス・FTTHサービス

家

モバイルデータ通信

ハンドフォン

FMC：固定サービスと無線サービスの統一の事

HSDPA：高速（ダウンロード）パケット通信　HSUPA：上り（アップロード）も高速のパケット通信

●HSDPA（3.5G）による高速データ通信

●IPによる音声サービスの開始

●固定との統合（FMC）

いつでも・どこでも

ブロードバンド環境を

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

⒈－③　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ事業の展望

CS事業の戦略②　MVNOとしてのモバイルへの参入
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ビック東海　キャリアサービス投資額の推移

13 15

77

89

102

117

12

22

12 11 13
9

0

20

40

60

80

100

120

Ｈ15／3 Ｈ16／3 Ｈ17／3 Ｈ18／3

億円

固定資産投資額

固定資産減価償却費

固定資産投資累計額

ADSL・FTTHそしてモバイルを支えるネットワーク
　

≪ 信頼性・高品質・高コストパフォーマンスを追及する投資活動 ≫

⒈－④　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ事業の展望

CS事業の戦略③　キャリアサービスの取組み
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浜松

名古屋

静岡

厚木

豊川

沼津

大宮

京都
水口

大阪

1

23

17

246

1

1

51

6

焼津

掛川

富士

佐原
柏

土浦総和

岩瀬
足利

NTTデータ

大手町データセンター

16

50

行田

草加

4

横浜

小田原

四日市

25

昭島

御殿場

中継局

12～16年度完工

17年度完工予定

18年度以降完工予定

1,364km

95km

232km

1,691km総距離
点線は他社より借用区間

２００芯
（ＴＯＫＡＩ１００芯

ビック東海１００芯）

２００芯２００芯
（ＴＯＫＡＩ１００芯（ＴＯＫＡＩ１００芯

ビック東海１００芯）ビック東海１００芯）

３００芯
（ビック東海）

３００芯３００芯
（ビック東海）（ビック東海）

２００～３００芯
（ＴＯＫＡＩ）

２００～３００芯２００～３００芯
（ＴＯＫＡＩ）（ＴＯＫＡＩ）

中継

局

国土交通省使用

ＴＯＫＡＩ / 
VIC東海

⒈－⑤　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ事業の展望

TOKAIグループの光ファイバーネットワーク
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全国FTTH顧客件数実績及び予測

～17年3月末 ： 総務省総合通信基盤局発表実績数値
18年3月末～ ： ＭＭ総研17年7月発表予測数値

⒉－①　CATV－FTTH事業の展望

ブロードバンド市場の現状と予測ブロードバンド市場の現状と予測

◆ 17年3月期・17年6月期の2四半期連続でFTTHがDSLの
　純増件数を上回った。

　　17年4～6月純増件数 ： FTTH 51.4万件 DSL 41万件　※総務省発表数字

◆ 平成20年3月末のFTTHの顧客件数は1,390万件と予測
　されており、平成17年6月末（341万件）の4倍の市場を形成
　 することが見込まれている。

◆ 17年3月期・17年6月期の2四半期連続でFTTHがDSLの
　純増件数を上回った。

　　17年4～6月純増件数 ： FTTH 51.4万件 DSL 41万件　※総務省発表数字

◆ 平成20年3月末のFTTHの顧客件数は1,390万件と予測
　されており、平成17年6月末（341万件）の4倍の市場を形成
　 することが見込まれている。

◆ ＦＴＴＨ市場への早期参入へ ◆

CATV事業の更なる持続的な発展を目指して
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デジタル多チャンネル放送デジタル多チャンネル放送

高品質な
トリプルサービス
を提供

【　放　送　】

既存HFC設備による放送配信

【　通　信　】

PON（Passive Optical Network）伝送

当社エリア内普及率50%を背景とし、CATV－FTTHへの早期参入当社エリア内普及率50%を背景とし、CATV－FTTHへの早期参入

ハイビジョンを含むデジタル多チャンネル放送に、超高速FTTHインターネット

と光ＩＰ電話を加え、最も品質の高いトリプルサービスの提供が実現。

ハイビジョンを含むデジタル多チャンネル放送に、超高速FTTHインターネット

と光ＩＰ電話を加え、最も品質の高いトリプルサービスの提供が実現。

⒉－②　CATV－FTTH事業の展望

（静岡県東部・中部地区、千葉県千葉市・市原市、神奈川県厚木市、埼玉県熊谷市）

光ＩＰ電話光ＩＰ電話

超高速光インターネット超高速光インターネット
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既存CATV幹線

放送配信設備（HE）

通信配信設備（WDM）

ノード
アンプ

カプラ

既存CATVサービスでは２芯、FTTHサービスでは１芯の
光ファイバーを使用する（PON方式）

当社グループ保有のCATV光幹線 ：

　　総距離702ｋm （平成17年9月末現在）

当社グループ保有のCATV光幹線 ：

　　総距離702ｋm （平成17年9月末現在）

FTTHサービスでは既存の光芯線の

空き帯域を活用することで、設備投資
額の抑制ができる。

FTTHサービスでは既存の光芯線の

空き帯域を活用することで、設備投資
額の抑制ができる。

カプラ

光ファイバー

同軸幹線

ノードアンプ

（32分割）

STB

ONU

⒉－③　CATV－FTTH事業の展望

自社バックボーンであるCATV網を利用して、FTTH事業へ進出自社バックボーンであるCATV網を利用して、FTTH事業へ進出

（静岡県東部・中部地区、千葉県千葉市・市原市、神奈川県厚木市、埼玉県熊谷市）
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２．データセンターの稼働率はユーザーの増加に伴い順調に高まっている。

　　◆2006年3月当社データセンター予測稼働率は82%に達する。

１．アウトソーシングサービス市場概況

　　◆ITアウトソーシング事業の年間成長率は2005年～2009年まで7.9%と予測され

　　　 ており今後も高い成長が期待されている。

⒊－①　SISにおけるｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ事業の展望
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高規格 次世代データセンター

※床積載荷重はラックエリアを示す
※消費電力はＵＰＳ及び空調用を含む

一般的な
データセンター

０ ５００ １０００

５００

１５００

通信ビル

一般ビル

１０００

ｉDC基準案
（高品質版）

ｉDC基準案
（標準版）

旧通信ビル

VIC TOKAI
新データセンター

データセンターの消費電力と床荷重

免震構造建物免震構造建物

商用電源２ルート化商用電源２ルート化

ブレードサーバ専用室ブレードサーバ専用室防磁構造・２重壁防磁構造・２重壁

無停電電源装置無停電電源装置 非常用発電機非常用発電機 空調冗長化空調冗長化

防犯・テロ対策防犯・テロ対策

消
費
電
力
（
Ｗ
／
㎡
）

⒊－②　SISにおけるｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ事業の展望

ブレードサーバに代表
されるコンピュータの
高密度化に対応

新データセンターの建設

床荷重（㎏/㎡）



19 Copyright 2005 VICTOKAI Corporation All rights reserved . 

新データセンター建設スケジュール

平成１７年度 平成１8年度

９ １０ １２１１ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １２１１ １ ２ ３ ４

平成１9年度

○コンセプト決定

基本計画

・基本設計

◎引渡し

機器設置・移転

本
稼
動

平成20年度

・実施設計

造成工事

建築工事(約15ヶ月間）
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～当資料取り扱い上の注意点～

当資料には将来見通しが含まれております。将来見通しは現在入手可能な情報から

得られた当社の経営者の判断に基づいております。この将来見通しは仮定または仮

定に基づく根拠が含まれており、環境によっては想定された事実や根拠は実際の結

果とは異なる場合があります。当社または当社の経営者は将来の結果についての期

待または確信を述べていますが、その期待や確信、あるいはそれに近い結果が実際

に達成されるという保証はありません。また法令上、別途の定めがある場合を除き、

当社はいかなる将来見通しも最新のものとする義務を負っておりません。


